平成30年度活動報告書
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1.　平成30年度の活動報告
a)　SSCシンポジウム
　血栓性微小血管障害（TMA）には、ADAMTS13欠乏による血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）/Upshaw-Schulman症候群（USS）、志賀毒素産生大腸菌による溶血性尿毒症症候群（STEC-HUS）、補体制御機構の異常による非典型溶血性尿毒症症候群（aHUS）以外に、種々の基礎疾患を元に発症する二次性TMAがあるが、その発症機序は解明されておらず、診断・治療も確立していない。そこで今回のシンポジウムでは、膠原病、腎移植、妊娠の3つの基礎疾患における二次性TMAについて、それぞれの領域の専門家にご講演いただいた。あわせて、TTPに関する最新情報とvon Willebrand病（VWD）ガイドラインの作成状況を、部会委員（松本・日笠）より発表を行った。
b)　ガイドライン、診断基準、共同研究などの成果
　von Willebrand 病（VWD）の診療ガイドライン（作成中）
　
2.　令和元年度の活動計画
・VWDについては、von Willebrand 病の診療ガイドラインの作成中だが、治療薬剤の添付文書変更が予定されており、その後の発刊を計画している。
・病態解明が進んでいるTTP、STEC-HUS、aHUS以外の二次性TMAについて、新規部会員を招聘し、病態解明ならびに診断・治療の確立に尽力する予定である。

